
　小型いか釣り漁業を営む山形県漁協由良総括支
所所属の第21清栄丸が、広域浜プランに基づき推
進している「浜の担い手漁船リース事業」を活用し、
リニューアルしました。
　７月11日には祈祷式が執り行われ、水産関係者
を中心にみんなでお祝いしました。
　３月号で紹介いたしました、船頭である大場誠市
さんのご子息、龍汰さんが今回の出漁から乗船す
るということで、喜びと期待が一層高まる船出です。
　今後の大場さん親子の大漁満足と航海安全を心
からお祈りいたします。
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第55回 通常総代会開催

　

第
55
回
通
常
総
代
会
が
6
月
20
日
㈯
午
前
10
時
よ
り
本
所
講

堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
本
間
組
合
長
が
挨
拶

を
行
い
、
次
に
実
出
席
さ
れ
た
念
珠
関
地
区
総
代
の
佐
藤
英
壮

氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
第
１
号
議
案
の
令
和
元
年
度
事
業
報

告
及
び
損
失
処
理
案
の
承
認
に
関
す
る
件
、
第
２
号
議
案
の
令

和
２
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
関
す
る
件
、
第
３
号
議
案
の
令

和
２
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
額
に
関
す
る
件
か
ら
第
８
号
議
案
の
役
員
選
任
に

関
す
る
件
ま
で
８
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
本
県
漁
業
に
つ
い
て
は
、

船
凍
い
か
釣
漁
業
が
空
前
の
不
漁
と
な
る

と
と
も
に
、
沿
岸
に
お
け
る
定
置
網
や
採

介
藻
漁
業
も
不
漁
で
終
了
し
ま
し
た
。
一

方
で
底
曳
網
漁
業
が
水
揚
数
量
・
金
額
と

も
に
増
加
、
さ
ら
に
は
年
度
後
半
に
な
っ

て
本
県
沖
に
ス
ル
メ
イ
カ
漁
場
が
形
成
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
県
外
生
イ
カ
船
が
酒

田
港
に
集
結
し
た
こ
と
か
ら
、
ま
と
ま
っ

た
水
揚
げ
が
あ
り
、
総
水
揚
金
額
は
前
年

対
比
87
百
万
円
増
、
計
画
対
比
で
も
71
百

万
円
増
の
27
億
91
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
水
揚
金
額
の
増
加
と
生
鮮
魚
介
類
の

水
揚
量
の
増
加
は
、
経
済
各
事
業
の
取
扱

増
と
な
り
、
１
月
以
降
の
経
営
収
支
状
況

は
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
買
取
保
有
在
庫
で
あ

る
冷
凍
ス
ル
メ
イ
カ
に
関
し
、
年
末
以
降

市
場
相
場
が
急
激
に
下
落
し
た
こ
と
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
相
ま
っ

て
収
益
性
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
と
判

断
さ
れ
た
た
め
、
臨
時
損
失
と
し
て
20
百

万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
終
的
に
令
和
元
年
度
の
当
組
合
の
収

支
実
績
に
つ
い
て
は
、
事
業
利
益
が
13
百

万
円
、
経
常
利
益
に
つ
い
て
も
35
百
万
円

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
期
剰
余
金

と
し
て
10
百
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
当
組
合
が

将
来
に
わ
た
り
持
続
で
き
る
協
同
組
合
組

織
と
し
て
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、

確
実
に
組
合
全
体
の
収
支
を
黒
字
化
で
き

る
よ
う
な
収
支
構
造
の
改
善
を
図
り
、
計

画
的
な
内
部
留
保
に
よ
る
財
務
基
盤
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
役
職
員
一
致
団
結
し
て
経

営
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組

合
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

主
な
事
業
活
動
と
成
果
に
つ
い
て
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

利
益
は
10
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し

て
87
・
１
％
の
実
績
率
、
計
画
に
対
し
て
は

78
・
０
％
の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

③
購
買
事
業

　

当
組
合
の
主
要
石
油
類
の
供
給
価
格
に
つ

い
て
は
、
年
度
内
に
数
回
の
価
格
改
定
を
実

施
し
適
正
価
格
で
の
供
給
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
原
油
市
況
の
先
行
き
が
不
透

明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
動
静
を

注
視
し
な
が
ら
、
安
定
供
給
と
適
正
価
格
で

の
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
組
合
の
主
要
取
扱
品
目
で
あ
る
A
重
油

の
供
給
数
量
は
、
中
型
漁
船
へ
の
供
給
を
中

心
に
漁
業
用
燃
油
は
堅
調
に
推
移
し
ま
し
た

が
、
酒
田
北
港
浚
渫
工
事
船
向
け
の
発
注
が

な
く
員
外
供
給
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
で

前
年
対
比
80
・
３
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

軽
油
に
つ
い
て
は
、
12
月
下
旬
か
ら
県
外

生
い
か
漁
船
が
ま
と
ま
っ
て
入
港
し
た
こ
と

で
前
年
対
比
108
・
４
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

白
灯
油
に
つ
い
て
は
、
暖
冬
の
影
響
に
よ

り
前
年
対
比
89
・
８
%
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

潤
滑
油
に
つ
い
て
は
、
前
年
対
比
102
・
５

％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
石
油
類
全
体
の
供
給
数
量
は

前
年
対
比
83
・
４
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

魚
箱
類
に
つ
い
て
は
、
生
鮮
魚
介
類
の
漁

獲
量
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
対
比
117
・
０
％

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
資
材
類
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
事

業
や
制
度
資
金
と
連
動
し
た
舶
用
機
器
の
購

買
扱
い
が
あ
っ
た
も
の
の
、
取
扱
高
は
前
年

対
比
72
・
０
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
購
買
事
業
総
利
益
は
１
億
77

百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
104
・
０
％

の
実
績
率
、
計
画
に
対
し
て
は
93
・
１
％
の

達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
の
事
業
概
況

① 

信
用
事
業

　

貯
金
業
務
に
つ
い
て
は
、
計
画
目
標
を
52

億
円
と
し
、本
年
度
も「
み
な
貯
金
推
進
運
動
」

等
を
展
開
し
な
が
ら
個
人
貯
金
残
高
の
維
持
・

確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
漁
獲
不

振
も
相
ま
っ
て
、
個
人
貯
金
の
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
終
的
に
年
度
末
残
高
は
47
億
96
百
万
円
、

平
均
残
高
で
は
48
億
39
百
万
円
と
な
り
計
画

対
比
92
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

貸
出
業
務
に
つ
い
て
は
、
計
画
目
標
を
５

億
91
百
万
円
と
し
伸
長
融
資
に
努
め
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
年
度
末
残
高
は
５
億
71
百
万

円
と
な
り
計
画
対
比
96
・
６
％
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
貯
貸
率
は
11
・
９

％
と
な
り
前
年
対
比
０
・
２
％
下
回
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
信
用
事
業
総
利
益
は
25
百
万

円
と
な
り
、
前
年
度
末
対
比
で
１
百
万
増
と

な
り
ま
し
た
が
、
計
画
対
比
で
は
６
百
万
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

② 

共
済
事
業

　

長
期
共
済
新
規
契
約
高
は
「
チ
ョ
コ
ー
」

が
13
億
１
百
万
円
、「
く
ら
し
」
が
２
億
28
百

万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
新
規
・
満
期

更
新
が
厳
し
く
、
主
要
商
品
で
あ
る
「
チ
ョ

コ
ー
」
の
保
有
伸
長
率
は
98
・
０
％
と
低
迷

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
く
ら
し
」
の
伸
長
率
は

契
約
高
が
減
少
し
、
98
・
１
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

短
期
共
済
新
規
契
約
高
は
「
カ
サ
イ
」
が

55
億
50
百
万
円
、「
ノ
リ
コ
―
」
が
９
億
71
百

万
円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
計
画
に
達
す
る
に

至
ら
ず
74
・
６
～
79
・
２
％
の
実
績
と
な
り

ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
総
体
的
に
は
保
有
率
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
等
が
影
響
し
、
共
済
事
業
総
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④
販
売
事
業

　

本
年
度
の
本
県
漁
業
は
、
総
漁
獲
量
の
約

３
割
を
占
め
る
ス
ル
メ
イ
カ
の
資
源
減
少
が

続
く
な
か
、
主
要
漁
種
で
あ
る
船
凍
い
か
釣

漁
業
の
水
揚
が
不
漁
年
で
あ
っ
た
前
年
度
を

更
に
600
ト
ン
下
回
る
870
ト
ン
と
な
り
、
全
国

的
な
品
薄
が
影
響
し
て
記
録
的
高
値
取
引
と

な
っ
た
も
の
の
前
年
対
比
64
百
万
円
減
の
８

億
34
百
万
円
の
取
扱
い
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
小
型
い
か
釣
漁
業
に
つ
い
て
は
秋

季
ま
で
低
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
12

月
以
降
本
県
沖
合
に
漁
場
が
形
成
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
県
外
船
が
集
結
し
、
高
値
水
準
も

相
ま
って
前
年
対
比
85
百
万
円
増
の
３
億
45
百

万
円
の
取
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

沿
岸
漁
業
は
、
定
置
網
漁
業
が
前
年
同
様

漁
獲
不
振
と
な
り
ま
し
た
が
、
基
幹
漁
業
で

あ
る
底
曳
網
漁
業
が
ハ
タ
ハ
タ
・
マ
ダ
ラ
・

ホ
ッ
ケ
の
漁
獲
が
増
加
し
、
数
量
・
金
額
と

も
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
最
終
的
な
総
水
揚
金
額
は
前

年
対
比
87
百
万
円
の
増
、
計
画
対
比
71
百
万

円
増
の
27
億
91
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

買
取
販
売
に
つ
い
て
は
、
主
要
取
引
品
目

で
あ
る
冷
凍
ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
獲
量
の
大
幅

減
に
よ
り
高
値
安
定
と
な
る
も
、
12
月
以
降

一
転
し
て
下
げ
相
場
と
な
り
、
そ
の
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
や
決
算
期
の

到
来
等
も
重
な
り
、
外
食
産
業
向
け
サ
イ
ズ

を
中
心
に
在
庫
が
滞
留
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
保
有
在
庫
の
収
益
性
が

著
し
く
低
下
し
て
い
る
と
判
断
し
評
価
損
を

臨
時
損
失
と
し
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
終
的
な
冷
凍
品
の
販
売
高
は
、
取
扱
数

量
の
減
少
に
よ
り
前
年
対
比
２
億
48
百
万
円

減
の
４
億
26
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
魚
価
向
上
に
関
す
る
取
組
み
で
は
、

庄
内
浜
の
魚
消
費
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

に
参
画
し
、
県
行
政
機
関
及
び
仲
卸
業
者
と

連
携
し
て
、
県
内
陸
地
域
の
量
販
店
に
お
い

て
春
と
秋
に
「
庄
内
浜
旬
の
魚
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
加
工
事
業

と
連
携
し
、
行
政
機
関
が
県
内
で
主
催
す
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
出
店
し
て
庄
内

浜
の
魚
の
P
R
活
動
を
行
う
と
と
も
に
魚
食

普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
販
売
事
業
総
利
益
は
前
年
対

比
19
百
万
円
の
増
、
計
画
対
比
で
も
11
百
万

円
増
の
１
億
30
百
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

⑤ 

製
氷
冷
凍
冷
蔵
事
業

　

工
場
生
産
の
合
理
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

組
合
員
に
対
す
る
安
定
供
給
を
優
先
し
事
業

を
展
開
し
ま
し
た
。
小
型
い
か
釣
漁
業
へ
の

供
給
に
つ
い
て
は
、
夏
季
は
芳
し
く
な
か
っ

た
も
の
の
冬
季
に
お
け
る
県
外
船
の
入
港
に

よ
り
前
年
対
比
106
％
の
供
給
数
量
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
定
置
網
漁
業
等
地
元
沿
岸
漁

業
へ
の
供
給
も
増
加
し
た
こ
と
で
、
前
年
対

比
106
・
５
%
の
４
万
５
千
本
の
供
給
数
量
と

な
る
と
と
も
に
、
供
給
高
で
も
前
年
対
比

110
・
６
%
の
80
百
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
各
施
設
の
計
画
的
な
保
守
管
理
を

実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
修
繕
費
等
の
経
費
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
製
氷
冷

凍
事
業
総
利
益
は
30
百
万
円
と
な
り
、
前
年

度
に
対
し
120
・
７
％
の
実
績
率
、
計
画
に
対

し
110
・
４
％
の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

⑥ 

加
工
事
業

　

ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
獲
不
振
が
慢
性
的
に
続

く
中
、
冷
凍
ス
ル
メ
イ
カ
原
料
価
格
が
異
常

高
騰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ス
ル
メ
イ
カ
加
工
製
品
の
販

売
価
格
を
値
上
げ
し
た
こ
と
の
反
動
で
売
り

上
げ
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
加
え
、
他
の
加

工
製
品
に
つ
い
て
も
原
料
不
足
や
仕
入
れ
価

格
の
上
昇
に
よ
り
全
般
的
に
販
売
が
落
ち
込

み
、
加
工
品
販
売
高
は
前
年
度
対
比
１
百
万

円
減
（
97
％
）、
計
画
対
比 

３
百
万
円
減

（
94
％
）
の
47
百
万
円
の
取
扱
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
加
工
製
造
業
向
け
の
原
料
販
売
も

高
値
で
推
移
し
た
た
め
販
売
が
不
調
と
な
り
、

冷
凍
品
供
給
高
は
前
年
度
対
比
６
百
万
円
減

（
89
％
）、
計
画
対
比
８
百
万
円
減
（
86
％
）

の
53
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
度
に
庄
内
浜
産
水
産

物
安
定
供
給
事
業
で
導
入
し
た
急
速
冷
凍
機

を
活
用
し
、
第
７
回
F
i
s
h
－
１
グ
ラ
ン

プ
リ
2
0
1
9
で
「
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
受
賞

し
た
「
お
さ
し
み
鮭
と
イ
ク
ラ
漬
け
丼
」
の

一
般
消
費
者
向
け
商
品
開
発
や
新
た
な
加
工

品
開
発
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
お
り
、
今
後

の
販
路
拡
大
と
売
上
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

一
方
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
丸
２
年
が
経
過
し

た
県
漁
協
直
営
店
「
庄
内
海
丸
」
は
対
面
販

売
が
定
着
し
消
費
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
今
後
も
低
利
用
魚
等
の
馴
染
み
の
少
な

い
魚
種
の
食
べ
方
等
を
消
費
者
に
P
R
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
庄
内
浜
の
魚
の
消
費
拡
大

に
向
け
た
新
た
な
販
売
展
開
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
加
工
事
業
総
利
益
は
10
百
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
て
118
・
３
％
の

実
績
率
、
計
画
に
対
し
て
140
・
１
%
の
実
績

率
と
な
り
ま
し
た
。

⑦ 

指
導
事
業

　

県
・
沿
岸
市
町
の
協
力
を
得
て
、
各
種
種

苗
中
間
育
成
及
び
稚
魚
・
稚
貝
の
放
流
を
実

施
し
、
資
源
の
培
養
と
繁
殖
保
護
に
努
め
ま

し
た
（
放
流
尾
数　

ア
ワ
ビ
１
５
３
，
８
０

０
個
、
ヒ
ラ
メ
１
４
０
，
４
０
０
尾
、
サ
ケ

１
９
５
，
６
０
０
尾
）。
さ
ら
に
は
、
放
流
地

付
近
の
禁
漁
区
お
よ
び
保
護
区
域
の
設
定
に

よ
り
、
放
流
稚
魚
の
保
護
を
図
り
ま
し
た
。

　
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
浜
の

活
力
再
生
広
域
プ
ラ
ン
」
を
継
続
的
に
推
進

し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
水
産
業
競
争
力

強
化
型
機
器
等
導
入
事
業
を
積
極
的
に
活
用

し
、
漁
業
経
営
の
安
定
と
水
産
物
の
安
定
供

給
を
目
指
す
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
続
き
、
緊
迫
す
る
北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
発
射
問
題
に
つ
い
て
、
漁
業
無
線

局
の
電
波
が
届
か
な
い
海
域
で
操
業
す
る
漁

船
と
の
連
絡
手
段
の
確
保
の
た
め
、
県
の
支

援
を
得
て
船
舶
衛
星
電
話
の
設
置
に
取
組
み

ま
し
た
。

　

浜
の
担
い
手
漁
船
リ
ー
ス
事
業
及
び
水
産

業
成
長
産
業
化
沿
岸
地
域
創
出
事
業
の
リ
ー

ス
事
業
体
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
一

般
社
団
法
人
山
形
県
漁
船
リ
ー
ス
協
会
」
を

設
立
し
、
リ
ー
ス
事
業
に
お
い
て
漁
協
事
業

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ

う
事
業
構
造
の
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
漁
業
研
修
制
度
に
つ
い
て
、
当
組

合
が
受
入
機
関
と
な
り
、
研
修
生
の
受
け
入

れ
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
中
型
い

か
釣
漁
船
や
定
置
網
漁
船
で
実
習
中
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
研
修
生
を
新
た
に
５
名
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　

新
規
漁
業
者
関
係
事
業
で
は
、
国
庫
事
業

に
よ
る
長
期
研
修
に
独
立
型
２
名
、
雇
用
型

２
名
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
２
名
は

研
修
を
継
続
中
で
す
。

機械より　最後は人の　確かな目
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こ
の
た
び
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
改
選

の
結
果
、
不
肖
、
私
が
再
選
さ
れ
、
組
合
長
と
し

て
二
期
目
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
自
ら
の
浅
学
非
才
を
顧
み
ま
し
て
、
責

任
の
重
さ
を
一
層
痛
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
再
選

さ
れ
ま
し
た
以
上
、
こ
れ
ま
で
監
事
も
含
め
非
常

勤
役
員
三
期
九
年
、
組
合
長
と
し
て
の
一
期
三
年
、

併
せ
て
十
二
年
の
実
績
と
経
験
を
生
か
し
、
本
県

水
産
業
発
展
の
た
め
、
意
を
新
た
に
し
て
組
合
員

の
皆
様
・
役
職
員
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
よ
う 

誠
心
誠
意
職
務
に
専
念
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
の
六
月
、
組
合
長
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
以
来
、
強
い
思
い
を
持
ち
申
し
上
げ

て
い
る
こ
と
は
、
漁
協
自
ら
が
変
革
を
恐
れ
な
い

勇
気
を
持
ち
、
真
に
浜
か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
織
で

あ
る
こ
と
が
、
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

当
組
合
の
将
来
を
考
え
る
と
き
、
ま
ず
、
自
ら

が
決
め
た
道
、
す
な
わ
ち
中
期
経
営
計
画
で
掲
げ

た
道
を
、
毅
然
と
し
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
何
と
し
て
も
今
年
度
で
繰
越
欠
損
金
を

解
消
す
る
と
い
う
意
気
込
み
で
、
積
極
的
な
事
業

展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

何
度
も
申
し
上
げ
ま
す
が
、
改
善
計
画
を
着
実

に
実
践
し
て
い
く
た
め
に
は
、
組
合
員
の
皆
様
・

役
職
員
の
皆
様
の
全
面
的
な
協
力
が
不
可
欠
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
い
う
予
想
も
し
な
か
っ
た
大
き
な
嵐
に
巻

き
込
ま
れ
、
す
べ
て
の
歯
車
が
狂
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
組
合
の
自
助
努
力
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
諸
課
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
組
合
長
に
再
選
さ
れ
た

こ
と
は
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
新
し

い
体
制
を
軸
に
切
磋
琢
磨
し
、
こ
の
最
大
の
難
局

を
打
開
す
る
た
め
に
、
初
心
に
か
え
っ
て
漁
協
経

営
に
専
念
し
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

組
合
を
目
指
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆

様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

組
合
長
就
任
の
挨
拶

新
役
員

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　

本　

間　

昭　

志　
再
任

専
務
理
事　

西　

村　
　
　

盛　
新
任

　
　
　
　
　
（
参
事（
兼
）総
務
部
長
）

理　

事　
　

伊　

原　

光　

臣　
再
任

理　

事　
　

鈴　

木　

徳　

正　
新
任

理　

事　
　

田　

代　

善　

幸　
新
任

理　

事　
　

和　

田　
　
　

均　
再
任

理　

事　
　

榎　

本　

敏　

明　
新
任

理　

事　
　

飯　

塚　

厚　

司　
新
任

代
表
監
事　

池　

田　
　
　

薫　
再
任

監　

事　
　

本　

間　

元　

幸　
再
任

監
事（
員
外
）　

阿　

部　

秀　

春　
新
任

退
任
役
員

　

田　

村　

勇　

次　
専
務
理
事

　

池　

田　

亀
五
郎　
理
事

　

佐　

藤　

清
八
郎　
理
事

　

富　

樫　

紘　

一　
代
表
監
事

代
表
理
事
組
合
長　

本
　
間
　
昭
　
志

◆
異
動（
令
和
２
年
７
月
１
日
付〔　

〕は
旧
所
属
）

安
藤　

大
栄
総
務
部
長（
兼
）管
理
課
長

〔
管
理
課
長
〕

本
多　
　

篤
管
理
課
課
長
代
理

〔
管
理
課
係
長
〕

◆
退
職（
令
和
２
年
６
月
19
日
付
）

西
村　
　

盛
（
役
員
就
任（
専
務
理
事
））

〔
参
事（
兼
）総
務
部
長
〕

人事異動のお知らせ

忘れるな、　お父さんは家族の　羅針盤
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こ
の
た
び
、役
員
の
任
期
満
了
を
機
に
、退
任
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

か
え
り
み
ま
す
と
、
昭
和
五
十
四
年
に
臨
時
職
員
と
し
て
山
形
県
漁
業
協

同
組
合
に
入
組
以
来
、
役
員
四
期
十
二
年
を
含
め
、
今
日
ま
で
四
十
一
年
間

に
亘
っ
て
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
水
産
業
の
振
興
と
漁

協
の
発
展
に
微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
長
い
道
の
り
を
組
合
員
や
役
職
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の

方
々
と
苦
楽
を
共
に
し
な
が
ら
、
悔
い
の
な
い
勤
め
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
は
、
公
私
に
亘
る
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
の

賜
物
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

通
常
総
代
会
終
了
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
新
た
な
、
そ
し
て
強
靭
な
執

行
部
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

時
代
的
に
は
、
多
く
の
な
す
べ
き
諸
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
再

選
さ
れ
ま
し
た
本
間
組
合
長
を
中
心
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
得
な
が
ら
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
漁
業
と
漁
村
の
活
性
化
と
強
靭
な

組
織
の
構
築
に
向
か
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
多
く
の
方
々
の
出
会
い
に
よ
り
得
ま
し
た
貴
重
な
体
験
と

良
き
思
い
出
を
心
の
糧
と
し
て
、
新
た
な
、
そ
し
て
有
意
義
な
人
生
を
歩
ん

で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
な
い
ご
厚
誼
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
山
形
県
漁
業
協
同
組
合
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
全

組
合
員
は
じ
め
役
職
員
一
同
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

通
常
総
代
会
に
つ
き
ま
し
て
、
例
年
で
あ
れ
ば
多
く

の
総
代
、
ご
来
賓
の
方
々
、
各
関
係
機
関
代
表
者
の
ご

臨
席
の
下
に
執
り
行
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
書
面

に
よ
る
出
席
（
書
面
決
議
）
を
基
本
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
一
か
月
余
り
と
な
り
ま
す
が
、

都
心
で
は
再
び
感
染
者
が
増
加
傾
向
と
な
り
つ
つ
あ
り
、

7
月
に
入
っ
て
か
ら
は
山
形
県
内
で
も
新
た
に
感
染
者

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
7
月
7

日
に
山
形
県
漁
協
か
ら
関
係
者
各
位
へ
向
け
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
文
書

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
関
係
者
か
ら
感
染
者
が
発
生

し
た
場
合
は
、
金
融
窓
口
の
閉
鎖
、
市
場
業
務
の
停
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
今
一
度
気
を
引
締
め
、
感
染

予
防
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
行
動
さ
れ
る
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

専
務
理
事

　
退
任
の
挨
拶

やれば安心　整備点検、生かそう結果　事故防止
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水産関係団体 令和元年度 事業の概要

念珠関総括支所 第三金重丸 富　樫　千代美

念珠関総括支所 山 久 丸 佐　藤　朝　雄
由良総括支所 恵 比 須 丸 由良建網漁業組合

代表 和田　  均
飛島支所 第十八正徳丸 鈴　木　徳　正
飛島支所 第十八若潮丸 本　間　正　喜

日本漁船保険組合 山形県支所
　令和元年度事業概要は、漁船保険（普通損害保険及び満期保険）の引受では、加入隻数が549隻（前年同期
比93.7％）で37隻減少したものの、保険金額は58億円（同121％）と10億円の増額となりました。保険金額の
大幅な増額は、新造船の加入があったことによります。純保険料は、6,974万円（同98.5％）で、107万円の減
少となりました。
　普通保険事故の件数では、16件減少の82件（同83.7％）となったものの、支払保険金においては大額の保険
金支払いが相次いだことで、7,317万円（同250.9％）と大幅に増加しました。損害率（支払保険金÷純保険料
×100）は、104.9％でした。
　その他については下表のとおりです。

令和元年度 無事故漁船所有者等表彰
水産庁長官表彰

日本漁船保険組合会長表彰

表２　漁船船主責任保険等加入実績と保険金支払状況

種　　　類
本年度契約金額 支払保険金

種　　　　類
本年度契約金額 支払保険金

隻数 金額（千円） 件数 金額（円） 隻数 金額（千円） 件数 金額（円）

漁船船主
責任保険

基本損害 546 293,400,000 6 7,465,062 漁 船 乗 組 船 主 保 険 411 349,500 0 0 
乗客損害 88 32,560,000 1 277,353 漁 船 積 荷 保 険 2 140,000 0 0 
人命損害 60 194,500 1 2,500,000 プレジャーボート責任保険 145 19,640,000 0 0 

表１　漁船保険地区別加入実績及び支払実績
支 所 名 在籍漁船 加入漁船 保 険 金 額 純 保 険 料 事故件数 支払保険金 損害率 事故率
念 珠 関 151 隻 139 隻 926,530 千円 14,814,419 円 14 件 8,372,946 円 56.5 ％ 10.1 ％

温 海 50 48 189,670 2,896,433 5 3,577,589 123.5 10.4 
豊 浦 73 67 539,250 9,081,718 9 22,480,723 247.5 13.4 
由 良 65 57 391,470 8,308,359 11 4,102,076 49.4 19.3 
加 茂 55 41 143,040 2,796,923 7 3,216,979 115.0 17.1 
さ か た 総 合 90 80 819,110 18,144,509 19 23,266,074 128.2 23.8 
吹 浦 44 32 130,230 2,612,258 6 5,224,313 200.0 18.8 
飛 島 107 82 319,650 6,231,818 11 2,932,549 47.1 13.4 
そ の 他 6 3 2,369,000 4,857,580 0 0 0.0 0.0 
合 計 641 549 5,827,950 69,744,017 82 73,173,249 104.9% 14.9%
前 年 同 期 668 586 4,816,360 70,817,144 98 29,164,761 41.2% 16.7%
前年同期比（％） 96.0% 93.7% 121.0% 98.5% 83.7% 250.9% 254.7% 89.4%

＊在籍漁船には山形県漁業協同組合所有船「第５ちとせ丸」を含む。
＊在籍漁船隻数は、令和2年3月31日現在。加入漁船数は、平成31年4月1日～令和2年3月31日までの累計。

通常総代会
令和２年８月11日㈫ 

午後２時30分
日本漁船保険組合

本所 会議室

さあ出漁　漏れ無し　水よし　オイルよし
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本
県
の
令
和
元
年
度
の
水
揚
高
は

27
億
91
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
対

比
で
87
百
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
底
曳
網
漁
業
を

は
じ
め
沿
岸
漁
業
が
総
じ
て
水
揚
不

振
と
な
り
、
特
に
中
型
い
か
釣
り
漁

業
が
大
和
堆
に
お
け
る
中
国
や
北
朝

鮮
漁
船
の
違
法
操
業
等
に
よ
り
深
刻

な
被
害
を
受
け
、
前
年
を
大
き
く
下

回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
常
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
漁
業
者
の
高
齢
化
、

魚
価
安
と
燃
油
価
格
の
高
止
ま
り
状

況
、
漁
場
の
急
激
な
変
化
な
ど
も
相

ま
っ
て
漁
業
経
営
を
一
段
と
厳
し
く

し
て
お
り
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
漁
業
環
境
に
あ
っ
て
、

本
年
が
最
終
年
度
と
な
る
普
及
推
進

全
国
運
動「
ぎ
ょ
さ
い
で
安
心
」、「
ぷ

ら
す
で
万
全
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

併
せ
て
「
資
源
管
理
･
収
入
安
定
対

策
事
業
」
を
説
明
し
な
が
ら
未
加
入

船
を
中
心
に
推
進
運
動
を
展
開
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
鶴
岡
市
、
酒
田
市
の

小
型
合
併
漁
業
３
件
の
新
規
加
入
と
、

漁
獲
共
済
で
２
件
の
契
約
割
合
引
き

上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
前
年
度
同
期

比
で
の
漁
獲
共
済
の
加
入
件
数
は
217

件
と
８
件
減
少
と
な
り
、
共
済
金
額

に
お
い
て
は
前
年
を
若
干
下
回
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
る
漁
業
環
境
、
経
営

環
境
の
悪
化
が
「
ぎ
ょ
さ
い
と
積
立

ぷ
ら
す
」
に
そ
の
役
割
と
期
待
を
更

に
大
き
く
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
漁
業
者

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

全国合同漁業共済組合 山形県事務所

ぎ
ょ
さ
い
加
入
で

�

安
心
経
営

事務所別引受実績 （単位：百万円）

事務所
本 年 前　　　年

共済金額 共済金額 増 減
秋田県 886 820 66

※ 山形県 2,005 2,144 △ 139
福島県 4,858 4,701 157
茨城県 13,828 11,725 2,103

東京都・本所 3,371 3,268 103
神奈川県 4,740 4,892 △ 152
静岡県 13,735 13,800 △ 65
新潟県 5,672 5,775 △ 103
福井県 6,009 5,808 201
愛知県 6,769 5,854 915
京都府 3,424 3,444 △ 20

大阪・和歌山 9,749 9,627 122
岡山県 2,854 2,525 329
鳥取県 10,150 8,897 1,253
島根県 11,910 11,774 136
山口県 6,630 6,882 △ 252
高知県 20,998 19,173 1,825
大分県 18,269 17,567 702
沖縄県 6,734 5,627 1,107
合　計 152,591 144,303 8,288

事務所別支払実績 （単位：百万円）

事務所
本 年 前　　　年

共済金 共済金 増 減
秋田県 34 24 10

※ 山形県 179 163 16
福島県 208 145 63
茨城県 83 209 △ 126

東京都・本所 29 20 9
神奈川県 253 192 61
静岡県 550 510 40
新潟県 176 212 △ 36
福井県 124 101 23
愛知県 183 266 △ 83
京都府 82 239 △ 157

大阪・和歌山 251 268 △ 17
岡山県 62 150 △ 88
鳥取県 144 111 33
島根県 248 174 74
山口県 421 251 170
高知県 250 379 △ 129
大分県 76 149 △ 73
沖縄県 174 69 105
合　計 3,527 3,632 △ 105

積立ぷらす （単位：千円）

事務所 漁業者
積立額

払　戻
補填金

秋田県 41,750 105,120
※ 山形県 66,790 188,800

福島県 188,560 173,360
茨城県 519,440 405,840

東京都・本所 243,550 208,640
神奈川県 310,120 565,720
静岡県 925,980 1,706,800
新潟県 315,060 502,920
福井県 241,480 329,600
愛知県 285,870 289,040
京都府 179,770 307,240

大阪・和歌山 476,080 475,960
岡山県 124,110 203,960
鳥取県 424,900 387,800
島根県 497,890 626,720
山口県 269,800 612,560
高知県 555,170 750,920
大分県 700,040 206,680
沖縄県 164,700 258,080
合　計 6,531,060 8,305,760

（令和元年度　20都府県事務所別 実績一覧表）

つなぐちゃん

　

令
和
２
年
６
月
20
日
開
催
の
第
二
回
運
営
委
員

会
に
お
い
て
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
新

し
く
就
任
・
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈 

運
営
委
員 

任
期 

〉〈 

補
欠
選
任 

〉

　

令
和
４
年
６
月
の
通
常
総
代
会
終
了
時
ま
で

　

運
営
委
員
長   

本　

間　

昭　

志
（
任
期
中
）

　

運
営
委
員　
　

伊　

原　

光　

臣
（
任
期
中
）

　

運
営
委
員　
　

和　

田　
　
　

均
（
任
期
中
）

　

運
営
委
員　
　

飯　

塚　

厚　

司
（
任
期
中
）

　

運
営
委
員　
　

鈴　

木　

徳　

正
（
新　

任
）

　

運
営
委
員　
　

田　

代　

善　

幸
（
新　

任
）

　

運
営
委
員　
　

榎　

本　

敏　

明
（
新　

任
）

　

運
営
委
員　
　

西　

村　
　
　

盛
（
新　

任
）

〈 

辞
任 

〉

　

運
営
委
員　
　

池　

田　

亀
五
郎

　

運
営
委
員　
　

佐　

藤　

清
八
郎

　

運
営
委
員　
　

田　

村　

勇　

次

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

山
形
県
漁
業
共
済
事
業
運
営
委
員

親父待つ、　家族の想いを、　一番に
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ＪＦ共水連東北事業本部　山形支店
　

Ｊ
Ｆ
共
済
は
２
０
１
９
年
度
「
一
人

ひ
と
り
の
笑
顔
の
た
め
に
…
協
同
の
原

点　

Ｊ
Ｆ
共
済
三
か
年
計
画
（
２
０
１

７
年
度
～
２
０
１
９
年
度
）」
の
最
終
年

度
と
し
て
、
Ｊ
Ｆ
共
済
の
理
念
で
あ
る

「
組
合
員
・
地
域
住
民
の
暮
ら
し
の
保
障

に
万
全
を
期
す
」
と
い
う
全
体
目
標
を

掲
げ
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
「
協
同
の
原
点
や
ま
が
た

２
０
１
９　

チ
ョ
コ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
！
」
と
銘
を
打
ち
、
共
済
事
業
に
お

け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
普
及
推
進

並
び
に
、
各
種
研
修
実
施
等
に
よ
る
共

済
知
識
の
向
上
と
普
及
推
進
体
制
の
強

化
に
努
め
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
東
北
６

県
合
同
に
よ
る
「
令
和
元
年
！
が
ん
ば

ろ
う
！
医
療
共
済
『
匠
』
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
行
な
い
、
事
業

量
目
標
の
早
期
達
成
に
向
け
た
チ
ョ
コ

ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｆ
共
済
の
基
幹
種
目
で
あ
る
生
命

共
済
「
チ
ョ
コ
ー
」
は
、
純
新
規
目
標

達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保

障
実
績
10
億
円
を
超
え
る
な
ど
一
定
の

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一

方
、
建
物
共
済
「
く
ら
し
」
で
は
新
規

補
償
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

厳
し
い
漁
業
・
事
業
環
境
の
な
か
、
共

済
加
入
等
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
対

し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

組
合
員
・
地
域
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

や
信
頼
に
お
応
え
出
来
る
よ
う
、
Ｊ
Ｆ

や
ま
が
た
と
一
体
と
な
っ
て
「
ふ
れ
あ

い
型
」
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

☆JF共済　2019年度加入状況 （単位：件、万円）

共　済　種　類 実　　績 保　　有
件数 共済金額 件数 共済金額

長
期
共
済

チョコー 新　規 139 133,590 1,047 691,430
純新規 107,290 ― ―

く ら し 22 27,180 222 264,830

年　金 新　規 7 40 425 2,458増　額 9 19
短
期

ノリコー 256 99,250 ― ―
カ サ イ 390 598,309 ― ―

☆2019年度共済金支払状況
普通厚生共済（チョコー）

満 期 102 件 17,744 万円

死 亡 5 1,600

入 院・ 通 院 他 89 633

計 196 19,977

乗組員厚生共済（ノリコー）
満期 1 件 200 万円
事故 1 0.1
計 2 200.1

火災共済（カサイ）
3 件 29 万円

団体信用厚生共済（ダンシン）
1 件 682 万円

生活総合共済（くらし）
満期 20 件 1,580 万円
事故 74 3,388
計 94 4,968

漁業者老齢福祉共済（ねんきん）
年金 220 件 3,265 万円
死亡 0 0
計 220 3,265

　

本
年
六
月
末
日
で
任
期
満
了
と
な
る
運
営

委
員
に
つ
い
て
、
令
和
二
年
六
月
二
十
日
の

山
形
県
漁
業
協
同
組
合
の
理
事
会
に
お
い
て
、

次
の
方
々
が
選
任
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

山
形
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部
運
営
委
員　
　
　

 

推
進
本
部
長　

本
間　

昭
志　

運
営
委
員　
　

西
村　

盛　
　
（
新
任
）

運
営
委
員　
　

伊
原　

光
臣　

運
営
委
員　
　

和
田　

均　

運
営
委
員　
　

飯
塚　

厚
司　

運
営
委
員　
　

榎
本　

敏
明　
（
新
任
）

運
営
委
員　
　

鈴
木　

徳
正　
（
新
任
）

運
営
委
員　
　

田
代　

善
幸　
（
新
任
）

推進本部長
運営委員について

原点回帰　協同の力

笑顔がいっぱい　ＪＦ共済

がんばろう漁業  浜の応援団

「JF共済３か年計画」
運動スローガン

（2020年度～2022年度）

「浜の安心を未来へ
　～ひろげよう共済の輪～」

安全は　あの目この目で　再確認
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　すいさん山形令和2年5月号3ページ「総会・総代会の日程」のうち、全国漁業
信用基金協会の通常総会日程に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。 誤）6月30日㈯➡　正）6月30日㈫

全国漁業信用基金協会 山形支所　

（金額単位：千円）

区　　　　分 前年度末保証残高 保　証　額 償　還　額 代　弁　額 本年度末保証残高
件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

近 代 化 資 金 54 459,732 10 34,890 9 61,026 0 0 55 433,596

一
般
資
金

金融公庫資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一般緊急融資資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
借替緊急融資資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他一般資金 78 81,399 6 28,470 28 37,580 0 0 56 72,289
小 計 78 81,399 6 28,470 28 37,580 0 0 56 72,289

計 132 541,131 16 63,360 37 98,606 0 0 111 505,885

⑴　会員と出資金
　　会員数は、新規加入1名、脱退2名により、前年度末よ
り1名減少し、年度末会員数は60名であります。
　また、出資金は、新規加入により1,750千円増加する一方、
脱退会員に対する払戻により750千円減少し、年度末出資
金は665,650千円となりました。

⑵　保証業務
　年間保証計画額100,000千円（漁業近代化資金：75,000千
円、その他一般資金：25,000千円）を目標に保証推進を行
いましたが、年間保証引受額は16件63,360千円となり、そ
の結果、年度末保証残高は111件505,885千円となりました。
前年度末対比では、件数では21件、保証残高では35,246千
円減少しております。
　なお、資金種類別の保証状況は下表のとおりであります。

⑶　代位弁済と求償権
　代位弁済は発生いたしませんでした。一方、求償権の回
収については、極めて厳しい情勢の中で積極的な回収努力
と支払協力による回収で6,932千円（計画額6,453千円、達
成率107％）の回収を図ることができました。また、求償
権の償却基準に照らし、2名について7件16,448千円の償
却を実施した結果、年度末求償権残高は、前年度より7件
23,380千円減少し、126件1,208,667千円となりました。

⑷　収支
　収入については、保証料収入は保証計画が未達成であっ
たことが影響し減少しましたが、有価証券利息収入が増加
したことから、収益合計18,734千円となりました。
　一方、支出については、費用合計は15,439千円となり、
当期利益3,295千円計上する結果となりました。
　今後も国の施策事業を積極的に活用し、漁業金融の円滑
化を促進するとともに、保証基盤の強化を図り、中小漁業
者等の漁業経営の改善と安定化に寄与できるよう努めて参
りたいと考えております。

⑸　役員（任期：令和2年7月1日～令和5年6月30日）
　　担当理事　加賀山　祐（新任）
　　担当監事　髙橋　和博（重任）

⑹　運営委員（任期：令和2年7月1日～令和5年6月30日）
　　運営委員　加賀山　祐（新任）　
　　運営委員　菊地　繁美（重任）　
　　運営委員　竹越　攻征（重任）
　　運営委員　佐藤　啓之（重任）
　　運営委員　村上　　浩（重任）
　　運営委員　伊原　光臣（重任）
　　運営委員　田代　善幸（新任）
　　運営委員　和田　　均（重任）
　　運営委員　飯塚　厚司（新任）

理
事
会
情
報

令
和
２
年
度　

第
２
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
令
和
２
年
６
月
２
日
㈫　

午
前
９
時　

場　

所
：
本 

所　

講 

堂

【
協
議
事
項
】

１　

令
和
元
年
度
全
漁
連
期
末
監
査
の
概
要
及

び
結
果
に
つ
い
て

２　

令
和
元
年
度
期
末
監
事
監
査
の
報
告
に
つ

い
て

３　

令
和
元
年
度
貸
借
対
照
表
･
損
益
計
算
書

及
び
注
記
表
並
び
に
業
務
報
告
書
に
つい
て

４　

第
55
事
業
年
度
通
常
総
代
会
の
提
出
議
案

に
つ
い
て

５　

令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

６　

給
与
規
程
の
一
部
改
定
（
案
）
に
つ
い
て

７　

地
方
卸
売
市
場
業
務
規
程
の
一
部
改
定

（
案
）
に
つ
い
て

８　

令
和
２
年
度
資
金
運
用
計
画
（
案
）
に
つ

い
て

９　

令
和
２
年
度
栽
培
漁
業
地
域
展
開
促
進
事

業
実
施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１　

役
員
候
補
者
推
薦
会
議
の
結
果
に
つ
い
て

２　

令
和
元
年
度
固
定
資
産
減
損
損
失
の
兆
候

に
つ
い
て

３　

令
和
元
年
度
自
己
資
本
比
率
の
状
況
に
つ

い
て

４　

令
和
元
年
度
税
効
果
会
計
の
適
用
に
つい
て

５　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
及
び
減
資
に
つい
て

６　

そ
の
他 

に
つ
い
て 

令
和
２
年
度　

第
３
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
令
和
２
年
６
月
20
日
㈯　

午
前
11
時　

場　

所
：
本 

所　

第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１　

代
表
理
事
組
合
長
及
び
専
務
理
事
の
選
任

に
つ
い
て

２　

関
係
団
体
運
営
委
員
会
及
び
各
種
内
部
委

員
会
等
の
委
員
選
任
に
つ
い
て

３　

参
事
の
解
任
に
つ
い
て

ただいま～おかえり！ライフジャケット
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６
月
２
日
㈫　
中
型
イ
カ
釣
り
漁
業
者

場
所　
漁
協
本
所　
会
議
室

Q
イ
カ
釣
り
船
は
北
朝
鮮
に
よ
る
違
法
操
業
に
苦
し
ん
で
い

る
。
昨
年
は
、
漁
獲
量
が
例
年
の
１
／
３
程
度
で
あ
り
、

50
年
間
操
業
し
て
き
た
中
で
こ
こ
ま
で
落
ち
込
ん
だ
の
は

初
め
て
で
あ
る
。

　
乗
組
員
の
確
保
も
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
漁
獲
量
に
左
右

さ
れ
る
も
の
の
、
一
般
の
業
種
よ
り
給
与
水
準
は
高
い
と

考
え
る
が
、
外
国
人
実
習
生
に
比
べ
日
本
人
は
長
続
き
し

な
い
。
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
入
国
待

ち
を
し
て
い
る
実
習
生
が
３
名
い
る
。
実
習
生
を
受
け
入

れ
る
業
界
の
自
主
規
制
で
、「
日
本
人
乗
組
員
を
外
国
人
乗

組
員
よ
り
多
く
乗
船
さ
せ
る
」
と
い
う
基
準
を
設
け
て
い

る
た
め
、
日
本
人
乗
組
員
が
も
う
少
し
増
え
て
ほ
し
い
。

Q
最
上
丸
に
、
大
和
堆
の
調
査
を
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
が
、

燃
料
代
が
な
い
と
断
ら
れ
た
。
石
川
県
は
、
こ
ま
め
な
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
情

報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
漁
業

者
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
で

き
れ
ば
、
最
上
丸
に
は
、
５
、

８
、
10
月
の
３
回
、
１
週
間

か
ら
10
日
間
の
調
査
を
し
て

我
々
に
情
報
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

A
燃
油
代
が
不
足
し
て
必
要
な

調
査
が
で
き
な
い
と
い
う
状

況
な
ら
ば
、
何
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、

水
産
業
の
動
向
を
し
っ
か
り

み
る
よ
う
に
と
、
知
事
か
ら

の
指
示
が
で
て
い
る
。
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

（
髙
橋
部
長
）

６
月
１
日
㈪　
飛
島
地
区

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
魚
価
が
低
迷
し
、
苦
労

し
て
い
る
。
国
の
資
金
は
、
漁
業
以
外
の
収
入
が
高
い
と

借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
使
い
づ
ら
い
。

A
県
で
は
、
海
産
物
の
流
通
経
費
支
援
と
し
て
魚
箱
等
の
経

費
に
つ
い
て
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
県
の
無
利

子
融
資
制
度
も
あ
る
の
で
活
用
し
て
欲
し
い
。（
高
橋
部
長
）

Q
最
上
丸
の
活
エ
ビ
出
荷
の
状
況
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
ノ
ロ
ゲ
ン
ゲ
が
抜
け
出
る
網
を
使
い
、
試
験
を
行
っ
て
い

る
。
２
～
３
割
は
生
存
し
て
い
る
、
と
の
デ
ー
タ
が
あ
が

っ
て
い
る
が
、
ま
だ
デ
ー
タ

が
少
な
い
。
こ
れ
か
ら
試
験

を
積
み
重
ね
実
証
し
て
い
く
。

（
佐
藤
主
幹
）

Q
漁
港
に
放
置
さ
れ
て
い
る
廃

船
の
処
理
に
つ
い
て
ど
う
お

考
え
か
。
酒
田
市
で
は
今
年

度
よ
り
廃
棄
費
用
に
対
す
る

助
成
金
が
予
算
計
上
さ
れ
て

お
り
、
廃
船
の
安
価
な
処
理

方
法
を
検
討
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

A
酒
田
市
の
取
り
組
み
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
県
で
も
で

き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
。

（
高
橋
部
長
）

県
と
水
産
漁
業
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
開
催

　

今
年
度
末
に
山
形
県
海
面
漁
業
振
興
計
画
が
改
定
さ
れ

ま
す
。
漁
業
者
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
よ
り
良
い
振
興
計

画
を
作
成
し
た
い
と
高
橋
農
林
水
産
部
長
が
浜
へ
出
向
き
、

水
産
漁
業
関
係
者
と
の
活
発
な
意
見
交
換
会
が
各
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
応
答
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

６
月
２
日
㈫　
由
良
地
区

場
所　
由
良
総
括
支
所
会
議
室

Q
ニ
ジ
サ
ク
ラ
は
海
で
も
養
殖
が
可
能
か
。

A
３
倍
体
の
バ
イ
テ
ク
魚
な
の
で
逃
げ
な
い
環
境
で
育
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。中
間
育
成
施
設
な
ら
可
能
で
あ
る
。（
佐

藤
主
幹
）

Q
漁
業
の
I
C
T
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
漁
業
者
が
個
々
に

持
っ
て
い
る
情
報
を
共
有
で
き
な
い
か
。（
佐
藤
主
幹
）

A
沖
に
行
か
ず
、
水
温
や
う
ね
り
な
ど
の
デ
ー
タ
が
入
手
で

き
る
の
な
ら
よ
い
が
、
う
ま
く
共
有
で
き
る
の
か
課
題
で

あ
る
。（
漁
業
者
）

Q
本
日
受
け
取
っ
た
資
料
に
は
様
々
な
施
策
が
書
い
て
あ
る

が
具
体
性
が
な
い
。

A
今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
次
期
振
興
計
画
の
具
体
的
な
施

策
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
現
場
の
皆
様
か
ら
知
恵
を
お
借

り
す
る
た
め
に
開
催
し
た
。
普
段
考
え
て
い
る
こ
と
を
ぜ

ひ
教
え
て
ほ
し
い
が
、
全

て
の
意
見
に
対
し
、
す
ぐ

実
行
に
移
せ
る
と
い
う
も

の
で
も
な
く
、
中
長
期
的

に
取
り
組
む
も
の
が
出
て

く
る
と
思
う
。（
小
林
課

長
）

Q
こ
れ
ま
で
の
施
策
は
機
能

し
て
い
な
い
。
県
庁
と
庄

内
総
合
支
庁
、
そ
し
て
現

場
の
我
々
と
の
連
携
が
う

ま
く
取
れ
ず
、
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
生
じ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
県
に
お
け
る
水

産
行
政
一
番
の
課
題
で
あ

る
。

A
県
庁
と
庄
内
総
合
支
庁
の

連
携
に
つ
い
て
は
各
方
面

俺と海、　小さな注意が　大きな安全



第 353 号令和2年7月

11

補
助
金
が
充
て
ら
れ
る
た
め
安
価
に
な
っ
て
い
る
。
供
給

数
は
、
ア
ワ
ビ
の
餌
と
な
る
海
藻
の
面
積
か
ら
数
量
を
決

め
て
い
る
が
、
実
際
の
定
着
率
が
低
け
れ
ば
供
給
数
を
見

直
す
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
定
着
率
が
高
ま
る
放
流
方
法

を
技
術
開
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
佐
藤
主
幹
）

Q
あ
ら
ゆ
る
魚
価
が
安
い
。
価
格
安
定
の
た
め
畜
養
施
設
を

整
備
し
て
ほ
し
い
。

Q
は
え
縄
漁
を
営
ん
で
お
り
、
ト
ラ
フ
グ
や
マ
ダ
イ
を
活
魚

出
荷
し
て
い
る
が
、
活
魚
箱
で
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
荷
で
き
る
よ
う
、
活
魚

を
保
留
で
き
る
畜
養
施
設
を
整
備
し
て
ほ
し
い
が
、
県
で

は
補
助
制
度
は
あ
る
の
か
。

A
畜
養
に
関
し
て
は
運
用
し
て
い
く
た
め
の
課
題
が
あ
る
。

魚
や
場
所
の
管
理
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Q
漁
獲
量
は
年
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
。
漁
師
は
そ
の

年
の
一
番
良
い
も
の
を
食
べ
て
い
る
の
で
、
自
分
が
獲
っ

て
き
た
魚
介
類
を
S
N
S
で
公
開
す
る
こ
と
で
よ
い
宣
伝

に
な
る
と
思
う
。
し
か
し
、
漁
師
は
S
N
S
へ
の
投
稿
が

苦
手
だ
と
思
う
の
で
講
習
会
を
開
い
て
ほ
し
い
。

A
県
農
林
水
産
部
で
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
運
営
し
て
い
る
。

多
い
時
に
は
１
万
を
超
え
る

閲
覧
数
が
あ
る
。
写
真
と
コ

メ
ン
ト
を
お
送
り
い
た
だ
け

れ
ば
掲
載
に
つ
い
て
前
向
き

に
考
え
た
い
。（
高
橋
部
長
）

Q
フ
グ
が
た
く
さ
ん
獲
れ
た
時

に
漁
師
で
活
〆
で
き
る
よ
う

フ
グ
の
免
許
を
普
及
さ
せ
た

い
。
山
形
県
は
講
習
を
受
け

る
と
免
許
が
取
れ
る
。

A
フ
グ
の
免
許
に
関
し
て
は
、

来
年
か
ら
試
験
を
受
け
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
。
今
年
度

の
講
習
会
は
行
わ
れ
な
い
。

（
佐
藤
主
幹
）

　
今
回
掲
載
で
き
な
か
っ
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

中
型
イ
カ
釣
り
漁
業
に
お
い
て
重
要

な
漁
場
で
あ
る
、
大
和
堆
で
の
操
業
が
外

国
船
の
違
法
操
業
に
よ
り
脅
か
さ
れ
て

い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
受
け
、
水
産
庁
か
ら
漁
業
取
締
課
主
席

漁
業
監
督
指
導
官　

梶
脇
利
彦
氏
、
同
じ

く
漁
業
監
督
指
導
官　

古
賀
剛
氏
、
管
理

調
整
課
指
定
第
３
班
課
長
補
佐　

島
崎

織
人
氏
、
全
国
い
か
釣
り
協
会
か
ら
専
務

理
事　

中
津
達
也
氏
を
お
招
き
し
、
中
型

い
か
釣
り
漁
業
者
他
水
産
関
係
者
と
の

意
見
交
換
会
が
６
月
２
日
県
漁
協
本
所

講
堂
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
水
産
庁
よ
り
「
昨
年
度
は
５
千
隻
に
対
し
退

去
警
告
を
行
い
、
16
百
隻
に
放
水
措
置
を
し
た
。」
と
の
報

告
が
あ
り
、
昨
年
度
に
実
際
に
違
法
船
に
対
し
行
わ
れ
た
迫

力
の
あ
る
放
水
措
置
の
様
子
を
動
画
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

違
法
操
業
船
に
対
す
る
拿
捕
に
つ
い
て
は
、「
拿
捕
を
行

う
と
複
数
の
監
視
船
が
現
場
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
た
め
、
そ
の
間
の
安
全
が
確
保
で
き
な
く
な
る
と
想

定
さ
れ
る
。
ま
た
、
安
全
確
保
の
た
め
、
操
業
中
の
海
域
か

ら
離
脱
を
要
請
す
る
場
合
が
あ
る
。
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
形
県
漁
協
所
属
で
あ
る
佐
藤
漁
労
長
か
ら
「
い

つ
何
か
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
24
時
間
体
制
で
無
線
連

絡
を
受
け
付
け
る
体
制
を
と
っ
て
欲
し
い
。」
と
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
島
崎
課
長
か
ら
「
今
年
度

は
新
造
の
２
隻
を
新
潟
と
境
港
に
配
備
し
、
令
和
３
年
度
は

さ
ら
に
新
造
船
２
隻
を
従
事
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。
24
時
間

体
制
で
対
応
す
る
が
、
無
線
で
は
連
絡
が
つ
き
に
く
い
状
況

も
考
え
ら
れ
る
。
衛
星
回
線
を
介
し
た
電
話
や
F
A
X
を
活

用
し
、
昼
夜
問
わ
ず
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
。」
と
返
答
が

あ
り
、
水
産
庁
の
違
法
操
業
船
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
に
対

す
る
強
化
へ
の
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

写
真
や
紙
面
上
で
は
な
か
な
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

貴
重
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

か
ら
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
県
全
体
と
し
て
は
水
産
業
振

興
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
県
議
会
か
ら
も
条

例
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
話
し
が
出
て
い
る
。
条
例

を
制
定
し
、
中
長
期
的
な
考
え
方
を
決
め
る
。
そ
れ
を
具

体
化
さ
せ
る
の
は
振
興
計
画
で
あ
り
、
漁
業
者
へ
の
支
援

を
決
定
す
る
の
は
予
算
で
あ
る
。
こ
の
３
つ
が
う
ま
く
回

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。（
高
橋
部
長
）

Q
ネ
ッ
ト
販
売
等
の
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。（
佐
藤
主
幹
）

A
定
置
網
漁
で
は
魚
種
が
絞
れ
ず
、
ネ
ッ
ト
販
売
に
は
不
向

き
で
あ
る
。
は
え
縄
の
漁
業
者
で
あ
れ
ば
向
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
販
売
を
行
う
と
漁
協
が

不
利
益
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
漁
協
か
ら
は
様
々
な
業

務
を
請
け
負
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
大
変
助
か
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
は
漁
業
者
が
自
ら
出
荷
す
る
市
場
を
選
択
す
る

時
代
が
や
っ
て
く
る
。（
漁
業
者
）

A
ど
こ
の
市
場
に
出
荷
し
て
い
た
だ
い
て
も
漁
協
へ
手
数
料

が
入
る
。
漁
業
者
が
自
ら
選
択
す
る
市
場
へ
出
荷
し
て
い

た
だ
い
て
も
よ
い
。
だ
が
、
例
え
ば
豊
洲
市
場
に
出
荷
し

た
か
ら
と
言
っ
て
、高
く
取
引
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。（
漁

協
）

６
月
２
日
（
火
）
鼠
ヶ
関
地
区

場
所　
念
珠
関
総
括
支
所　
会
議
室

Q
磯
見
漁
は
冬
場
の
収
入
が
課
題
で
あ
り
、
港
内
に
ア
カ
モ

ク
を
植
え
て
い
る
。
冬
場
の
収
入
が
確
保
で
き
れ
ば
漁
業

が
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Q
昨
年
、
カ
キ
の
身
入
り
が
大
変
良
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

価
格
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
低
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
イ
ガ
イ
を
獲
り
始
め
た
が
、
検
査
が
遅
く
売
れ
な

い
状
態
で
あ
っ
た
。
や
っ
と
売
れ
た
時
に
は
安
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

A
イ
ガ
イ
の
検
査
は
早
め
る
方
向
で
調
整
し
て
い
る
。（
漁
協
）

Q
栽
培
セ
ン
タ
ー
か
ら
ア
ワ
ビ
稚
貝
を
購
入
し
て
い
る
。
地

区
ご
と
割
り
当
て
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
毎
年
一
定
数
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
不
足
す
る
の
で
、
追
加
で
購
入
す
る
の

だ
が
、
自
主
事
業
分
と
な
る
た
め
高
値
で
購
入
す
る
こ
と

に
な
る
。

A
県
で
は
、
資
源
管
理
の
側
面
か
ら
毎
年
1
5
8
，
0
0
0

個
供
給
し
て
い
る
。
そ
の
分
に
関
し
て
は
市
、
町
か
ら
の

機械より　最後は人の　確かな目
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令和元年度　山形県漁協水揚優秀船表彰
漁　業　種　類 船 　 　 名 船 主 名 所属支所等

船凍県外中型船 50t以上 第85若潮丸 石垣漁業㈱ 根 室 漁 協
船凍県外小型船 30t未満 第88漁進丸 ㈲漁進水産 鳥 取 漁 協

底 曳 網
ほ か

15～20t 第28廣德丸 池田亀五郎 さかた総合市場

10～15t

萬 龍 丸 飛塚　美和 念珠関総括支所
第21末廣丸 ㈲末廣水産 念珠関総括支所
昭 栄 丸 佐藤冨士喜 念珠関総括支所
大 洋 丸 佐藤　太助 念珠関総括支所

５～10t
第２漁吉丸 阿部　清浩 さかた総合市場
清 徳 丸 佐藤　清紀 念珠関総括支所
第２千祥丸 佐藤　栄一 由良総括支所

５t未満 福 傳 丸 阿部　昌樹 さかた総合市場

はえ縄・
一 本 釣     　
刺 網

１～３t

海 成 丸 本間　金弥 念珠関総括支所
海 皇 丸 本間健太郎 念珠関総括支所
龍 鵬 丸 𠝏持　　浩 念珠関総括支所
海 生 丸 五十嵐健生 由良総括支所

定 置 網 嶺 神 丸 ㈲ 仁 三 郎 豊 浦 支 所
採 介 藻
ほ か １t未満

幸 進 丸 榊原　英樹 由良総括支所
白 山 丸 榊原　昭夫 由良総括支所

鮮いか県内船 10～20t 第 18 睦 丸 池田　敏行 さかた総合市場

鮮いか県外船 30t未満
第38大一丸 中野　正吾 戸 井 漁 協
輝 丸 野呂　秀樹 えさん漁協
第58喜久丸 櫻庭　　斉 福島吉岡漁協

令和元年度　鶴岡市水揚優秀船表彰
漁　業　種　類 船　　名 船主名 所属支所等

底 曳 網

10t以上
萬 龍 丸 飛塚　美和 念珠関総括支所
第21末廣丸 ㈲末廣水産 念珠関総括支所
昭 栄 丸 佐藤冨士喜 念珠関総括支所

5～10 t
清 徳 丸 佐藤　清紀 念珠関総括支所
第２千 祥 丸 佐藤　栄一 由良総括支所

5ｔ未 満
弥 恵 丸 佐藤　正美 温海出張所
伝 栄 丸 齋藤　和男 加茂出張所

沿 岸 3 t 未 満
海 成 丸 本間　金弥 念珠関総括支所
海 皇 丸 本間健太郎 念珠関総括支所
龍 鵬 丸 𠝏持　　浩 念珠関総括支所

定 置 網 嶺 神 丸 ㈲ 仁 三 郎 豊 浦 支 所

磯 　 見 1 t 未 満
幸 進 丸 榊原　英樹 由良総括支所
白 山 丸 榊原　昭夫 由良総括支所

令和元年度　水揚優秀船漁撈長表彰
表彰基準 表彰者名 船　　名
県外船 本間　　健 第85若潮丸

令和元年度　酒田市水揚優秀船表彰
区分 漁 業 種 類 船　　名 船主名 所属支所等

県
外 い か 釣

50t以上 第85若潮丸 石垣漁業㈱ 根 室 漁 協

30t未満

第38大一丸 中野　正吾 戸 井 漁 協
輝 丸 野呂　秀樹 えさん漁協
第58喜久丸 櫻庭　　斉 福島吉岡漁協
第28新生丸 棟方　武司 小 泊 漁 協
第18長栄丸 長谷川忠雄 小 泊 漁 協

県　
　

内

船 凍 い か 釣 30t以上 第38正徳丸 佐藤長悦郎 豊 浦 支 所

底 曳 網
5t以上 第２漁吉丸 阿部　清浩 さかた総合市場
5t未満 福 傳 丸 阿部　昌樹 さかた総合市場

い か 釣
5～30t 第 18 睦 丸 池田　敏行 さかた総合市場

5t未満
栄 幸 丸 齋藤　　仁 飛 島 支 所
第21大幸丸 讃岐　　隆 さかた総合市場

地 先
3～5t

宝 洋 丸 進藤　十二 さかた総合市場
金 毘 羅 丸 讃岐　利行 飛 島 支 所

3t未満
第５多喜丸 渡部　伸二 さかた総合市場
豊 幸 丸 佐藤　秀樹 飛 島 支 所

磯 見 第８吉辰丸 斎藤　　勤 飛 島 支 所

令和元年度
水揚表彰

小型定置網の事業化に向けての研究

製作中の定置網

６月17日
２学年ごみ拾いの様子

　この研究のきっかけはS・P・H※（スーパー・プロフェッショナル・
ハイスクール）事業の中の「海を興す人づくり」で展開していきまし
た。１年目から３年目まで、地元の仁三郎、石川県七尾市の鹿渡島定
置、次に山形県漁協「吹浦支所」の協力を得て研修を実施してきました。
また、３年目の秋田県男鹿市での研修では多くを学び、更に小型定置
網を借りることができました。３年目以降、６年目の現在まで、夢に
見た自分たちの定置網を地元に設置するため、研究に奔走しておりま
す。最初は何もなかったこの研究、困難を乗り越え成功するよう祈り
ます。
※S・P・H：文部科学省の研究指定事業

山形県立加茂水産高等学校　教頭　板垣　寿勇

忘れるな、　お父さんは家族の　羅針盤
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　庄内浜では、昨年は極端な不漁だったスルメイ
カ（夏イカ）の水揚げが回復の兆しを見せていま
す。６月までの半年間の累計漁獲量は昨年同期の
４倍以上となっていて、いか一本釣り漁業では昨
年の10倍以上漁獲されており、ここ５年間でも
最高の漁獲となりました。底びき網も昨年以上の
漁獲がありました。スルメイカの漁場が本県周辺
に長く維持されることを期待したいと思います。
　スルメイカは山形県で一番多く水揚げ
される水産物ですが、年によって大
きく増減します。日本中のイカ釣
り船がスルメイカの群れを追い
かけて操業し、漁場から近い港
を九州から北海道まで渡り歩
いて水揚げしますので、日本
海の海流や水温の分布で、山
形沖に長い間イカの群れがい
ればたくさん水揚げされますが、
群れがさっさと北に移動してしま
うと他県の港に水揚げされてしまう
からです。近年は、それに加えて資源の減
少も大きく、昨年はどこでも釣れない状況となっ
ていました。
　日本海のスルメイカは、量の多少はありますが
一年を通してどこかで水揚げされています。スル
メイカの寿命は一年で、産卵すると死んでしまい
ますが、端境期が無いのは、生まれる時期と場所
が違う群れが混じっているからで、一昔前は山陰、
九州海域の秋生まれ、東シナ海の冬生まれ、山形
沖や山陰沖のローカル群の夏生まれの３系群があ

るとされていましたが、近年の温暖化を始めとす
る気候変化で産卵期や産卵場が変化したことも資
源減少の原因と考えられています。
　スルメイカの卵や幼生の分布はプランクトンネ
ットを使って調査しています。しかし、生み出さ
れた卵が海中でどんな形で存在しているのかは、
日本海で20万トン（５億匹以上）もとれていた
のに、実は何十年間も誰も見たことがありません

でした。
　昭和30年頃、ある研究者がイカを
樽に入れて海中に沈めて産卵させ
たところ、引き揚げたときには
塊が崩れていましたが、ラグ
ビーボールぐらいの大きさで
ゼラチン質に包まれた塊だろ
うと推定されたものの、長い
間謎のままでした。
　ところが昭和61年、鳥取県の
栽培漁業センターの水槽で、ペッ

ト状態で泳がせていた雌のスルメイ
カが産んだ卵塊が始めて撮影されました。

それは、予想を超える直径１メートルものゼラチ
ン質に包まれた卵塊で、胴体の長さが30センチ
足らずのイカが産んだものだとは考えられないよ
うな大きさでした。日本ウナギの産卵生態なども
近年やっとわかり始めてきましたが、身近な魚介
類でも、生態が完全に分かっている種類はほとん
ど無いと言ってもよいくらい謎に満ちています。

　漁獲物の安定供給と付加価値向上を図るため、栽培漁業センタ
ーの屋外施設を活用して、漁業者が行う蓄養を支援する「蓄養モ
デル実証事業（県事業）」が今年から始まりました。
　その最初の試みとして、５月に定置網で漁獲される産卵期のヒ
ラメを、同時に漁獲されるマアジと混養し、魚の供給が減る８月
に出荷し、単価アップを狙う取り組みが進行中です。
　現在、天然マアジを食べて肉厚となったヒラメが、覗くと水槽
の底でにらみを利かせています。今後は料理人の方々を対象とし
た試食会を開き、蓄養ヒラメの評価を確認して販売戦略を立てる
とともに、夏場の水温上昇にいつまで対応できるか限界に挑戦し、
来年度以降の蓄養によるヒラメのブランド化に目星を付けたいと
考えています。 （公財）水産振興協会 業務執行理事　笠原　裕

庄内総合支庁水産振興課
専門水産業普及指導員　忠鉢　孝明

ひらめの蓄養について

庄

内浜
「旬の魚

」

ス

ル
メイカの

謎

？ ？

やれば安心　整備点検、生かそう結果　事故防止
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　庄内で獲れる地魚の美味しさと、料理方法・食文化などを伝える活動を行っている、「庄
内浜文化伝道師」の皆さんが毎週火曜と土曜に、酒田FMハーバーラジオにて「伝えます！ 
庄内浜の味と技」という番組を担当し、毎月旬のお魚トークをしています。
　７月の放送では、ゲストに「ゆらまちっく海鮮レディース」代表・山形県漁協女性部長の和
田光子さんを迎え、「庄内浜の夏の漁」を代表する由良の小鯛の話や、夏の海藻と貝の話
をにぎやかに行いました。今後も、色々なゲストスピーカーを交えながら放送していく予
定です。ぜひ、聞いてみてくださいね！

放送中！

　新最上丸の新機能を今回からシリーズでお知らせ
します。図1をご覧ください。最上丸の調査は、底び
き網漁具、桁網、はえなわ漁具、集魚灯などの漁撈
装置とともに、塩分や水温の海洋環境を計測するＣ
ＴＤ測定装置、全周型スキャニングソナー、魚群探
知機、計量魚群探知機、海底地形探査装置などの超
音波を発信・受信して情報収集する音響装置、水中
カメラ、トロールカメラの水中映像取得装置という
ように調査船ならではの電子機器を駆使します。
　今回ご紹介するのは海底地形探査装置（マルチビ
ームソナーWMB1320FL）です。その名のとおり主に
海底地形を把握するための機器です。航行する船の
底から超音波を発射し、海底にぶつかってはね返っ
てくるまでの時間を測定して水深を割り出し、GPS
による位置データと合わせることで正確な海底地形
を表示します。最大探知深度は約500mです。図2は
今年作成した明石礁の地形図です。上段が3D立体図、
下段が上から見た2D平面図で、色と陰影で水深や起
伏を視覚的に把握することができます。
　今後、魚礁等の水中構造物の現状把握や漁場開拓
といった要望に応える調査に活用していきます。次
回は水中カメラについて紹介いたします。

海底地形探査装置の巻

水産研究所海洋資源調査部　研究員　槇 宗市郎

庄内総合支庁 水産振興課 水産振興主査　疋田　志乃

水研水研
新最上丸の

調査機器の紹介

図１

図２

２Ｄ平面３Ｄ立体

第1回

伝えます！庄内浜の味と技
～庄内浜文化伝道師ラジオ～

◆酒田FMハーバーラジオ 
　「伝えます！庄内浜の味と技」

◇76.1MHz 毎週火曜日 午前11時〜11時30分
　（再放送）毎週土曜日 午後1時30分〜2時
◇酒田FMのHPから、ポッドキャスト配信で過去放送分も聞けますよ！

◆庄内浜の「もず
く」も、夏が旬。
しっかりした歯
ごたえが 特 徴
で、さっと湯に
くぐらせる「し
ゃぶしゃぶ」が
おすすめだそう。

◆ 夏 に お い し
くなる「小鯛
（ちだい）」。
由 良 の 各 家
庭では「焼干
し」だしにし
て利用してい
るそうです。

◆庄内浜の「ニシガ
イ（ニシゲ）」。ほ
ろ苦さが特徴の、
小さな貝。味噌汁
にします。近年の
ものは苦味が少
なくなってきてい
るという話も？

◆Podcast配信はこちらから
　（酒田FMのページ）⇒
◇和田さんの出演回は、
　7月7日放送分＆7月21日放送分 です！

◆庄内浜文化伝道師と作った
　簡単！おいしいレシピ、
　クックパッドで見れますよ！⇒
　「やまがたさかナビキッチン」

◆7月は、庄内浜文化伝道師の相田満
春さん（右端）、佐藤剛さん（左から
2人目）、ゲストの和田光子さん（右
から2人目）と収録を行いました。

◆庄内浜文化伝道師館
　（公式HP）はこちら⇒

７
月
放
送
の

話
題
か
ら

さあ出漁　漏れ無し　水よし　オイルよし
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●
気
温
が
30
度
を
超
え
る
と
一
般
的
に
「
真
夏
日
」

と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
今
年
の
気
候
は
せ
っ
か
ち
な

よ
う
で
、
６
月
の
時
点
で
何
度
も
30
度
を
超
え
る

気
温
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
に
入
っ
て
か
ら

は
梅
雨
入
り
で
寒
暖
の
差
が
一
層
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
体
調
管
理
に
気
を
付
け
な
が
ら
夏
の

気
温
に
体
を
慣
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
こ
の
た
び
、
田
村
勇
次
専
務
理
事
が
ご
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
長
き
に
亘
り
、
本
県
の
水
産
業
振
興
に

多
大
な
る
御
尽
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
職

員
一
同
、
当
組
合
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
け
る

よ
う
、
よ
り
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
お
体
に
気
を
付
け
て
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
一
旦
は
落
ち
着
き
を
み
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
者
が
、
東
京
都
で
じ
わ
り
じ
わ
り
と

増
え
て
お
り
、
い
ま
だ
油
断
な
ら
な
い
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。
診
察
を
行
っ
て
い
る
医
師
の
皆
さ

ん
は
、
予
防
の
た
め
診
察
の
合
間
に
水
を
２
～
３

口
飲
む
そ
う
で
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
粘
膜
の

動
き
を
助
け
る
効
果
が
あ
り
、
同
時
に
口
や
喉
の

粘
膜
に
付
着
し
た
病
原
菌
を
洗
い
流
し
、
胃
酸
に

よ
り
殺
菌
す
る
効
果
も
あ
る
そ
う
で
す
。

●
現
代
の
情
報
社
会
に
お
い
て
、
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
は
偽
り
の
情
報
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
私
達
が
得
た
情
報
の
中
に
は
虚
偽
の
情
報

が
紛
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
様
々
な
情
報
に

振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
身
の
持
つ
免
疫
機

能
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ど

う
か
お
身
体
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
我
々
「
す
い
さ
ん
山
形
」
編
集
委
員
は
、
皆
様
方

の
お
役
に
立
て
る
情
報
を
よ
り
多
く
お
届
け
で

き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
り
良

い
広
報
誌
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
意
見
・
ご
要
望
の
他
、
情
報
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
ご
提
供
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 編

集
後

記

今あがっている魚　ー 6月のベストテン ー 　前年対比　増 →減
→ 変らず →

水　揚　金　額（千円）

月間MVP

漁 　 獲 　 量（㎏）

月間MVP

１ す る め い か 138,391 → １ す る め い か 402,676 →
２ ま ぐ ろ 類 25,719 → ２ ほ っ け 113,762 →
３ ほ っ け 10,224 → ３ べ に ず わ い 50,520 →
４ た い 9,765 → ４ た い 22,345 →

５ ほっこくあかえび 9,392 → ５ ぶり・ い な だ 21,343 →
６ か き 貝 9,087 → ６ あ じ 20,943 →
７ べ に ず わ い 7,073 → ７ ま ぐ ろ 類 16,891 →
８ 口 細 5,147 → ８ た ら 10,240 →
９ も ず く 5,110 → ９ か き 貝 9,253 →

10 あ じ 4,077 → 10 ほっこくあかえび 8,500 →

支所別

 区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳

吹　浦 飛　島 酒　田 加　茂 由　良 豊　浦 温　海 念珠関

５月末迄水揚累計 192,978 8,728 3,532 44,014 17,930 33,949 18,941 2,625 63,259 

月
間
水
揚

県内船水揚 173,089 12,317 10,342 33,066 11,281 21,449 14,148 5,667 64,819 

県外船水揚 99,672 0 0 70,299 0 0 0 0 29,373 

合 計 272,761 12,317 10,342 103,365 11,281 21,449 14,148 5,667 94,192 

前 年 同 月 水 揚 156,900 10,232 8,582 32,749 12,004 27,019 14,052 5,215 47,047 
本
年
度
水
揚

県内船水揚 349,928 21,045 13,874 68,460 29,211 55,398 33,089 8,292 120,559 

県外船水揚 115,811 0 0 78,919 0 0 0 0 36,892 

合 計 465,739 21,045 13,874 147,379 29,211 55,398 33,089 8,292 157,451 

前年度水揚累計 418,686 24,540 15,620 94,726 39,577 73,202 42,614 14,581 113,826 

増 減 47,053 -3,495 -1,746 52,653 -10,366 -17,804 -9,525 -6,289 43,625 

本年度水揚計画 2,680,000 99,000 84,000 1,362,000 138,000 285,000 173,000 35,000 504,000 

達 成 率 17.3% 21.2% 16.5% 10.8% 21.1% 19.4% 19.1% 23.6% 31.2%

水　揚　情　報令和２年６月30日現在 （単位：千円）

親父待つ、　家族の想いを、　一番に
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第68栄成丸 第81金剛丸

第86若潮丸

第63宏紀丸

潮雄丸 第38正徳丸

第31永宝丸

第88輪島丸

　6月に入り、北上を始めたスルメイカの群れを追い、酒田港からは続 と々船凍いか釣り船が出
航していきました。残念ながら、例年催されている酒田市主催の「いか釣り船団出航式」はコロ
ナウイルス感染症の影響を受け中止となりましたが、船団の出航を聞きつけた丸山酒田市長が、
労いの言葉を伝えたいと、雨の中駆けつけてくださいました。
　「私も船団のお見送りがしたかった」という方が、ほかにも大勢いらっしゃるのではないかとの思
いから、酒田港から出航した計8隻のいか釣り船団の雄姿を、紙面で紹介させていただきました。
　いか釣り船団の皆様の大漁と安全操業、そして何よりご健康を、心よりご祈願いたします。
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へ
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